
 資料５  

 

花育俳句最終審査について 
 

１．応募期間 

 令和２年９月１日(火) ～ １１月３０日(月) 

 

 

２．応募結果 

◆応募句数 

 

◆応募者数 

 
 

 

３．一次審査の内容 

 食育・花育センター及び食と花の推進課職員により，各世代 10 句程度に絞り込みました。 

 

 

４．最終審査の方法 

一次審査を通過した最終選考の中から，年代ごとに 1 位～3 位を決めていただき， 

審査表に番号を記入してください。 

 

 

５．審査基準 

①｢花や緑｣への思いや情景が浮かんでくるか 

②今後の花育推進活動への PR として活用できるか 

 ※基準を設けておりますが、上記２点をふまえて、普段より花や緑と接している推進委員の皆さ

まにささった句をお選びください。 

 

 

６．審査結果 

 集計後、最終結果を 2 月 4 日の花育推進委員会でご報告し，協議の上決定します。 

 その後、優秀句の発表は新潟市 HP にて行います(2 月) 

 全句の HP 掲載、優秀句の花育通信掲載は 3 月に行います。 

市内 市外 県外 総数

小学生の部 46 35 63 144

一般のうち中学生 8 0 4 12

一般のうち高校生 1 0 416 417

その他一般 82 6 469 557

全体計 137 41 952 1,130

割合 12.1% 3.6% 84.3%

市内 市外 県外 総数

小学生の部 28 18 42 88

一般のうち中学生 6 0 3 9

一般のうち高校生 1 0 381 382

その他一般 45 3 251 299

全体計 80 21 677 778

割合 10.3% 2.7% 87.0%
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選考
No

得票数 学年

ヒガンバナ　お墓にそえて　ありがとう

決定

決定

決定

決定

決定

12

1

9

2

8

10

11

決定

決定

決定

決定

3

4

6

7

5

決定

2

2

2

9

9

3

5

花育俳句最終審査結果
 (小学生の部） 

0

ゆりのいろは白　パパに５ほんあげる

朝顔が　グングンのびて　カーテンだ

かたつむり　あじさいの葉で　のびのびと

優  秀  句

小合地区　お花がさかん　きれいだな

母の日に　花をわたして　てれるぼく

つくしんぼ　ニョキニョキのびる　通学路

青い空　重そうなつぼみ　さいたかな

1

チューリップ　花がさく時　春が来る

ぎんなんを　ふまないように　ドリブルす

花の道　カンゾウゆれる　おおのがめ

ゆきわり草　だんだん春だよ　顔見せて

茨城県
5年生
秋葉区
4年生

1位…3ポイント，2位…2ポイント，3位…1ポイント 

名古屋市
2年生
秋葉区
4年生
佐渡市
3年生

愛媛県
1年生
山梨県
4年生

江南区
6年生
江南区
4年生
佐渡市
3年生
佐渡市
3年生
中央区
4年生

4

2

3
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1位…3ポイント，2位…2ポイント，3位…1ポイント 
選考
No

得票数 年代

 1位 2人
 2位 1人
 3位    1人
 1位 3人
 2位 ０
 3位 ０
 1位 1人
 2位 2人
 3位 2人

江南区
80~90代

東京都
10代高1
静岡県

20~30代

福島県
70代
⻄区

80~90代

静岡県
20~30代

10

10

⻄区
50代

ふかふかと　イチョウの落ち葉　重なりて

コスモスと　会話しながら　バスを待つ

向日葵や　果てなき空に　仁王立ち

東京都
20~30代
埼玉県
40代

福島県
50代

⻄区
60代

10

優  秀  句

決定 桜咲き　始まる僕の　夢の道 11

32

37

十五夜が　照らすススキの　銀の波 12

決定 ままごとの　椀いっぱいに　春の花 14

決定 故郷へ　いつか帰れと　雪椿 13

決定

次点

決定

56

22

25

45

31

44

決定

決定 65

74

花育俳句最終審査結果
 (一般の部） 

75

次点 同数９点

決定 おさなごが　すすきふりふり　土手をゆく 11

次点 仏前に　亡夫の育てし　バラ二輪

次点 菊の苗　植えるバァバの　強き脚

小走りの　キャリアウーマン　薔薇匂う

ふるさと
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花育俳句最終結果  （一般の部 〜１０代〜）

1位…3ポイント，2位…2ポイント，3位…1ポイント
選考
No

得票数

7

2

0

8

2

7

3

0

8

11

落葉避く　コロポックルは　いづこやら

指先に　花びらのせて　春近し

ポインセチアだけが　私の嘘を知っている

いつまでも　共に生きるよ　花と人

桜散り　ピンクの絨毯　お姫様

万緑の　一片の中　歩くなり

練習後　駅までダッシュ　冬紅葉

決定 桜咲き　始まる僕の　夢の道

選 考 句

新緑の　眩しさを見て　奮起する

木犀や　部活帰りに　香りけり

22

16

21

13

18

19

14

17

15

20
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花育俳句最終結果  （一般の部 〜20・30代〜）

1位…3ポイント，2位…2ポイント，3位…1ポイント 
選考
No

得票数

決定 ままごとの　椀いっぱいに　春の花

決定

0

6

9

おさなごが　すすきふりふり　土手をゆく

選 考 句

14

1

0

11

3

2

2

演技して　キミの目をひく　かすみ草

夢乗せて　密に並んだ　チューリップ

次点 菊の苗　植えるバァバの　強き脚

朝顔や　一つ二つと　数える子

なはをつむ　きみがなにより　うつくしい

日々の手で　開く彩り　希望の春

遠目でも　わかる畑の　百日草

花の名を　教えてくれた　君の名は

32

25

31

30

26

27

28

23

24

29
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花育俳句最終結果  （一般の部 〜40代〜）

1位…3ポイント，2位…2ポイント，3位…1ポイント 
選考
No

得票数

0

2

2

13

お散歩で　子供と一緒に　花を買う

1

8

3

6

6

7

散る桜　飛んで湖面を　超えんとす

大すきな　花が咲いたと　笑顔咲く

曼殊沙華　赤く切り裂く　実りの田

アザレアや　長きおしべに　遊ぶ蝶

34

金木犀　ここにいるよと　香る秋

バス停に　居並ぶ稚児や　チューリップ

スマホより　心に写す　花景色

決定 故郷へ　いつか帰れと　雪椿

選 考 句

ママあげる　手にいっぱいの　シロツメクサ

37

39

33

41

42

40

35

36

38

ふるさと
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花育俳句最終結果  （一般の部 〜50代〜）

1位…3ポイント，2位…2ポイント，3位…1ポイント 
選考
No

得票数

0

7

9

10

1

2

7

7

2

3

コスモスと　会話しながら　バスを待つ

選 考 句

球根と　健闘誓いて　春を待つ

次点 小走りの　キャリアウーマン　薔薇匂う

45

44

43

冬に咲く　花に力を　もらってる

日曜日　家族で花の　種をまく

花愛でる　心育てる　庭いじり

園児らは　コスモスの中　かくれんぼ

花育て　今こそ心　豊かにし

睡蓮を　見つめる君も　印象派

夜な夜なに　月下美人が　誘いけり

決定

46

52

48

49

51

47

50
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花育俳句最終結果  （一般の部 〜60代〜）

1位…3ポイント，2位…2ポイント，3位…1ポイント 
選考
No

得票数

6

12

0

桜咲き　孫の背中に　ランドセル

8

選 考 句

あいさつを　我が身で示す　おじぎ草

球根を　植えてワクワク　春を待ち

コロナ禍で　ポインセチアの　あたたかさ

7

1

4

2

6

58

53

55

60

54

62

59

57

2

四季の花　咲いて色づく　越後道

食べて見て　二度の味わい　蕎麦の花

水田の　豊かな越後　稲の花

金木犀　ほのかに香る　マスク越し

決定 十五夜が　照らすススキの　銀の波

ドクダミの　名に恥じらいて　白き花

56

61
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花育俳句最終結果  （一般の部 〜70代〜）

1位…3ポイント，2位…2ポイント，3位…1ポイント 
選考
No

得票数

決定

1

10

5

1

向日葵や　果てなき空に　仁王立ち

2

6

7

6

4

6

キラキラと　笑顔も花も　咲け未来

地響きに　思わず振り向く　かりんかな

落ちる陽に　閉じて明日待つ　チューリップ

山茶花が　一輪咲いて　祝う喜寿

コロナ禍も　花一輪に　癒されて

石楠花や　今年も咲いて　母想う

66

72

68

64

選 考 句

65

70

63

69

71

67 金木犀　何をたくらむ　香りかな

秋桜に　誘われ歩む　夢世界

矢車菊　古代ファラオに　片思い
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花育俳句最終選考  （一般の部 〜80・90代・年齢不詳〜）

1位…3ポイント，2位…2ポイント，3位…1ポイント 
選考
No

得票数

2

0

6

0

8

6

0

7友の薔薇　見にゆく妻の　薄化粧

決定 ふかふかと　イチョウの落ち葉　重なりて

78

73

車椅子　孫等に押され　桜道

次点 仏前に　亡夫の育てし　バラ二輪

選 考 句

10

9

コロナ禍も　宇宙を思い　種の蒔く

花韮や　主無き家に　群れ咲けり

がやがやと　球根埋める　園児達

沈丁花　優しく香る　窓辺にも

朝顔が　子らを見送る　通学路

花咲いて　いつものように　春がくる

74

75

82

76

79

81

77

80
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